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　上表にて明らかなる如く柞慧液歌絹にありてはPH慣2．60．樟慧液歌絹にありてはPH債

2．80～2，92の勲に於て最大の沈澱量を示すからとの黙は明ら添に液歌絹の等電荷黙である。

　とれらの結果を前報絹ブイブロインめ等電荷勲に劃比するに樟慧絹にありては7イブロイン

ゾルのPH償2．85とは全く符合し、柞膣絹にありてフ・fプロインゾルのPH慣2．79より稠低

きを示せるは恐らく7イブロィン以外のゴム物質その他の潰在せる爲であらふ。

　　　摘　　　要

　野灘絹綜錨の液歌絹の等電荷黙は柞獄にありてはPH債2．60．樟慧にありてはPH便2。80～

2．92附近にある。
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野蠶絹絲に關する化學的研究

第三報　フイブロイン分散液の粘度に就て

尾藤省三

　r　野螢絹に謝する工oewe，sTeagentの作用

　釧一グリセリンー曹蓬溶液が家獄絹綜を溶解分散することは周知の事實にして、この性質を

患用して近年再生絹綜原液の調製が企てられつSある。最近井上、亭灘、北澤の謝氏は本試藥

の性駿を究め．その絹7イブロイン分

散液の性質に就ても二三の研究を報告　　　　第一表
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿．．一＿　　　　　一．．＿　　　　　　　　　　　＿．

鞘は鰍蹴縣樗灘の　一　　II試藥・1試鋼

れも試藥に封する抵抗力強く分散は甚　　　　球　　獄　　絹

だ纏徐である。　　　　　　　　　　　　　　樟　　鎧　　絹

試鰭鰍藥10・．・．を1・1，て之に絹　　天SC絹

α29搬じて時槻絆しつ、全部分　柞m網
散する迄の時闇を測定した．その駅　　樗ue絹

は第一・表の如くである。
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〔第ご號　　　　塁獺絹繍こ關する化墨的m・ax第二報購置灘絹の鞭撫li　　　衡

　皿　フイブロイン分散液の粘度　引　　　　　　　　　　　　”

　上述各種野慧絹フイプPtインめLoewe，s　reagon七に依る分散液を調製し、これに就てnn

イド系としての一特性を示す比粘度を恒盗17cCに於てOs七wald’s　viscome七erにて・illlj定した。

共の結果は次表の如くである。

　　　第　　二　　衷

紹　巡　時§間

　0

0．5

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

1　　　　　　比　　　粘　　　慶　　　（水＝1）

1　家　　鑑　　絹　1　天　　鎧　　紐　i　柞　鑑　瀾　　i　樟　i腰　絹

20．65

工5．20

11．18

8，36

6．76

5b85

5．28

4．91

義。56

4．26

4，06

3．85

12，92

ヱ0，23

8，92

7。86

7．28

6．91

6．70

6．d2

6．22

5．82

7．95

6．95

6．31

5．79

5．50

5，30

5，15

生．96

d．90

庄．83

d。71

4．（19

4．69

d．5d　　　　　　　「

4．37

d．Xo「

4．05

3．9D

3．93

3．89

3．85

3．82

3，79

3．76

Fig，1．

20

18

16

M

　12
喜、。

昌8・

6

d

21

0

唱

唖

一

ゴ

6

∂

o

1　　　　2、　　　3　　　　4　　　　5　　　　6　　　　7　　　　8　　　　9　　　　10

　　　　　　　　tilne

a．　True　silk

b。　Yama孤】ai　sllk

c．　TUSSah畠Hk

a．Kuriwata　silk

　上圓表に見る如く粘度曲線は双曲線に類似の曲線を示す。此の傷倉果して双曲線式を滞足す

るか否かを判定するために経渦時聞の樹歎と比粘度の劃鍛とを直交軸にとれば何れも悠しく直

線を譜くのである。そこでこれらの直線より恒数a・b・を求めて次の如き實瞼式を得た。
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　　　　　　　象獄絹η嵩11．08×t｝°・tl5・；

　　　　　　　天翻絹η＝8．972×七一⑪・tss

　　　　　　　羊乍　　螢霊　　糸月　　っg　＝＝　6．340×七一〇．la2

　　　　　　　樟　獄　絹　η＝4．345×七一〇・063

　　　仙し　　　　η　：比粘度

　　　　　　　　　七＝経過時聞

　第三表は上式より算出し残：る上噛ll度の計鱗〔値を實験値に比1萸して甚だよく一緻してゐること

を示すものである。

　次に恒鍛a及bを見るに恒数αは粘度の大小に關係しbは粘度の攣化性に關するものである

爾者共に家鍛、天鎧、柞黛、樟獄の順にその値を減じ、絹繊維の理化學的諸性質と並行的關係

あることは注目に値する。
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Ilx，摘　　　要

1〕野灘絹フィプロインは何れも家慧絹ブイブロインに比してLoewe’s　reagentに封する抵

　抗力大にして溶解分散に長時間を要する。

2）　7イプロイン分散液の粘度は時間の樫過と共に漸吹減少する。而して其の攣化の腐様は双

　曲線の式’0　＝　ati｝を以て現すことがIll來る。此の鵬合ηは比粘度、七は経過時闇、　a，　bは恒藪

　である。
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Studies on the Wild Silks.

II. The Isoelectric Point of the Liquid Silk.

Shozo BITO.

（ReGeived　Sep。20，1932．）

　　　　　The　present　experiment　was　carrled　out　to　determine　the、isoelectric　poillts

　　　of　the　liquid　silk　of　the　wild　silkworms，　i，　e，

　　　　　Antheraea　pernyi　and　Dictyoploca　japonica．

　　　　　By　means　of　mechanical　dispersion　method　of　protein　particle，　author　obtained．

　　　the　aqueous　solution　of　the　liquid　silk．　And　using　these－solutions，　the　isoelect・

　　　ric　points　were　determined　by　the　precipitation　methGd，　The　results　thus・

　　　obtained　are　as　follows：一　　　　　　‘　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　」

　　　　　　　　　　　　　　工」iquid　silk　of　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Liく1uid　silk　of

　　　　　　　　　　　　　An七heraea　l）emayi　　　　　　　　　　　Die七yoploca　japo且ica

　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？H　　　Ni七rogen　in　PP七．　　　　　　PH　　　Ni七rogen　in　fi1七ra七e

　　　　　　　　　　1、，17　　　no皿e　　．　　　　1．20　　　15．33
　　　　　　　　　　1．60　　　　　　　　　1．6751ng　　　　　　　　　　　　　　　　2．00’　　　　　　　　　13，94

　　　　　　　　　1、95　　　　　　　2．509　　　　　　　　　　　　　　2．41．　　　　　　　8．36

　　　　　　　　　2．40　　　　　　　　　3．967　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．58　　　　　　　　　　3．49

　　　　　　　　　2，60　　　　　　　　3．206　　　　　　　　　　　　　　　　2．80　　　　　　　　　2。79

　　　　　　　　　2．75　　　　　　　　　3．067　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．92　　　　　　　　　　2．79

　　　　　　　　　2．95　　　　　　　　　2，927　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．ユ3　　　　　　　　　　4，18

’　　3・13　　2・788　　　　、　3．37　　　4，60　　・’
　　　　　　　　　3．30　　　　　　　　2。788　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．61　　　　　　　　　　4．88

　　　　　　　　　3．65　　　　　　　　　2，649　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．20　・・　　　　　　　5．58　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　4．05　　　　　　　　　2．509　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．00　　　　　　　　　　6．97

　　　　　　　　　4．83　　　　　　　2，370　　　　　　　　　　　　　　　5．ε0　　　　　　　　8．36

　　　　　　　　　5．78　　　　　　　　2，091　　　　　　　　　　　　　　　　・一一　　　　　　　　　　一

　　　　　From　the　above　results　it　is　obvious　that　the　isoelectric　points　of　the　il（luid

　　　silk　are　on　the　vqlue　of　PH　2．60　in　Anthera年a　and　PH　2B－2，92　ill　Dictyoploca

　　　reSpeCtiVely．

III. The viscosity of the fibroin-sol.

　　According　to　author’s　results，　it　was　ascertained　that㌻he　wild　silk　more

strongly　resists　the　action　of　the　Lcewe’s　reagent　and・it　needs　Ionger　hours

in　complete　dissolution　than　true　silk．

　　The　order　of　the　easiness　of　dissolution　by　the　above　reagent　is　a＄follows：－

　　The　true　silk，　kuriwata　silk，　yamamai　silk，　tussah　silk　and　the　sillくof　Attacus

cynthia．
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　　Author　has　made　the　comparative　investigation　on　the　viscosity　of　these

fibroin－so1．　The　viscosity　of　thern　decreases　with　according　to　the　time　eIapsed．

　　On　plotting　a　diagram　in　which　the　relative　viscosity　the　ordinate　and　the

corresponding　times　the　abscisae　author　has　obtained　the　curves　which　is　alike

to　the　socalled　hypabola　curve　as　shown　in　fig，1、

Fig．1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　time

　　　And　author　has　found　that　the　equation　of　the　viscosity　curves　of　the　fib・

，roin・so1．may　be　indicated　by　the　next・formula，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η＝alb，

where　　η＝viscoslty，　　1　＝＝　time　in　hour，　　a，∂，　are　constant．


